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１．概要（Summary） 

 炭素-炭素結合は有機化合物の骨格を成す基本的な

結合であり、この結合を形成する「C-Cカップリング

反応」は創薬や新たな有機材料の開発などの面から

重要であり、様々な触媒の開発が進められている。

近年、有機光触媒を用いた光誘起電子移動を利用し

た芳香族の還元的クロスカップリング反応が報告さ

れている[1]。 

これまでは、局在プラズモンを示す金属ナノ粒子と

半導体界面で生じる電荷分離を用いて、水を電子源と

した様々な還元反応について報告してきた[2]。本研究

ではプラズモン誘起電荷分離を用いた可視光応答C-C

カップリング反応の実現を目的とする。そのモデル反

応として、犠牲電子ドナーとして有機試薬を用いた芳

香族化合物の光還元反応を試みた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】   

ヘリコンスパッタリング装置 MPS-4000C1/H1 

高分解能電界放射型走査型電子顕微鏡 

JSM-6700FT 

【実験方法】 

SrTiO3（0.05wt% Nb ドープ,（110））基板にヘリコ

ンスパッタリング装置を用いて Au 薄膜を 3 nm 成膜

したのち窒素雰囲気下、800℃で 1 時間アニールして

金ナノ粒子を担持した。スパッタは Ar 雰囲気、RF パ

ワー 50 W の条件で行った。作製した電極を作用電極、

プラチナを対極、銀/塩化銀を参照電極として NaClO4 の

DMF 溶液中でキセノンランプから光を照射し、光電気化

学反応を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 作製した基板表面の電子顕微鏡像と粒径分布を

Figure 1 に示す。得られた画像から SrTiO3 基板表面

に金ナノ粒子が担持されたことを確認できる。また、

金ナノ粒子の平均粒径は 27.2 nm で標準偏差は 11.3 

nm であった。 
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Figure 1. Gold nanoparticles loaded on the SrTiO3 

substrate and the particle distribution.  

 

作製した基板を光電極とし、ハロゲン化ベンゼン

を反応基質、トリエチルアミンをプロトン及び電子

源として可視光を照射したところ芳香族の還元反応

の進行を確認した。 
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